The Spanish Civil War and the Japanese by 川成 洋
スペイン戦争と日本人 : ブルネテの戦闘とジャッ
ク白井の戦士
著者 川成 洋
出版者 法政大学教養部
雑誌名 法政大学教養部紀要. 社会科学編
巻 67
ページ 45-73
発行年 1988-01
URL http://hdl.handle.net/10114/4406
4５ 
スペイン戦争に共和国軍の戦列で戦った日本人義勇兵ジャック白井が戦死して、今年でちょうど五○年にあた
る。彼のスペイソでの活躍はや第一五国際旅団アメリカ大隊「エイプラ〈ム・リソカソ大隊」の政治委員、スティ
（１） 
１ブ・ネルソソのスペイソ戦争回想録『義勇兵』、董允スペイソ出征前のニューヨーク時代については、当時ニュ
（２） 
（３） 
１ヨークで友人だった石垣綾子の白井の評伝『スペイソに死す』の二冊を中心にして、さらに多種多様な関係書に
よって、ほぼアウトライソが判明しているが、憎むらくはというべきか、いまだ暖味な個所が多い。
それは、フィクンョソと事実の混合による政治的プロ。ハガソダの産物に過ぎないからだといった、さかしらな批
判を加えるつもりは毛頭ないが、思想に殉じた義勇兵を美化しがちなのは、生き残った人間の避けえない哀慨の念
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
述
べ
て
お
こ
う
。
それでは、白井が「伝説の人物」として独り歩きをし、いつまでも「等身大の人間」として浮びあがってこな
い。その一例を挙げると、今年発表された論文には、未砿認だがと断りつつも、白井が帰国して「日本帝国主義に
（４） 
反対する運動に関わっていた」かのような記述が承られる。これは、勿論、全くのフィクションでしかあり鱈ｚない
は
じ
め
に
ス
ペ
イ
ン
戦
争
と
日
本
人
ｌ
プ
ル
ネ
ー
ァ
の
戦
闘
と
ジ
ャ
ッ
ク
白
井
の
戦
死
Ｉ
川
成
洋
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4６ 
し、こうした白井像を訂正するためにも、白井の足跡をできるだけ正確にたどるのが焦眉の課題となっている。
（５） 
昨年一○月、私は、マドリードで開かれた「国際旅団結成五○周年」記念世界大会に出席した。そこで、リソカ
ソ大隊の元義勇兵に再会した。その前年に、ニューヨークの「エイプラハム・リソヵソ旅団の元兵士の会（ｖＡＬ
（６） 
（７） 
Ｂ
）
」
の
事
務
所
で
会
っ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
そ
の
中
の
一
人
で
、
小
柄
な
黒
人
の
－
工
義
勇
兵
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
イ
ェ
イ
ッ
と
も
再
会
した。実は
、
イ
ェ
イ
ッ
に
会
っ
て
、
も
う
一
度
確
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
柄
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
Ｐ
白
井
が
戦
死
し
た
プ
ル
ネ
テ
の
戦
闘
（
一
九
三
七
年
七
月
六
’
二
六
日
）
に
お
い
て
、
白
井
は
「
炊
事
兵
」
だ
っ
た
の
か
「機関銃兵」だったのか、という点だった。
イ
ェ
イ
ッ
は
、
ブ
ル
ネ
テ
の
戦
闘
で
、
食
糧
車
の
運
転
を
し
て
い
た
。
共
和
国
軍
の
前
線
総
司
令
部
は
、
ブ
ル
ネ
テ
村
か
ら
北
二
○
キ
ロ
に
あ
る
、
Ｆ
エ
ル
・
ニ
ス
コ
リ
ア
ル
に
置
か
れ
た
。
食
糧
は
す
べ
て
、
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
で
料
理
さ
れ
、
食
糧
車
で
配
送
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
共
和
国
軍
が
し
か
け
た
奇
襲
作
戦
で
あ
る
プ
ル
ネ
テ
の
戦
闘
は
、
最
前
線
で
料
理
す
る
時
間
的
余
裕
も
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
敵
に
味
方
の
位
置
が
察
知
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
前
線
で
は
な
る
べ
く
料
理
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
イ
ェ
イ
ヅ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
白
井
と
は
－
－
１
１
ヨ
ー
ク
時
代
か
ら
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
が
、
プ
ル
ネ
テ
の
戦
闘
で
は
、
白
井
と
は
一
度
も
会
っ
て
い
な
い
。
炊
事
兵
と
し
て
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
に
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
前
線
の
食
糧
班
と
し
て
イ
ェ
イ
ッ
ら
が
運
搬
し
て
き
た
食
糧
を
受
け
と
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
と
も
か
く
も
、
ブ
ル
ネ
テ
の
戦
闘
で
食
糧
車
の
運
転
手
だ
っ
た
イ
ェ
イッが、一度も、白井に会っていなかったのである。
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
ブ
ル
ネ
テ
の
前
線
で
は
、
白
井
は
「
炊
事
兵
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
私
は
、
イ
ェ
イ
ッ
と
同
じ任務に就いていた別の元義勇兵にあたった。イェイッと同じ意見だった。
白
井
は
、
「
炊
事
兵
」
と
し
て
で
は
な
く
、
「
機
関
銃
兵
」
と
し
て
戦
死
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
白
井
を
知
る
う
え
で
、
重
大
な
点
と
な
る
。
ス
ペ
イ
ソ
戦
争
が
、
共
和
国
陣
営
の
戦
列
で
戦
う
国
際
旅
団
の
一
兵
士
と
し
て
参
戦
し
て
、
実
戦
部
隊
に
配
属
さ
れ
な
（８） 
か
つ
た
場
合
、
ど
う
思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
リ
ソ
ヵ
ソ
大
隊
が
初
陣
し
た
（
ラ
マ
河
の
戦
闘
で
、
白
井
は
後
方
の
炊
事
場
で
任
務
に
つ
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4７ 
共和国軍は二個軍団編成となり、その最高指揮官にマドリード防衛評議会議長のホセ・メナント・ミア〈将軍が
任命された。軍団、師団の指揮官は、ただひとりを除いて全員が共産党員で占め、旅団の指揮官で共産党員でない
場合には、旅団付政治委員が一部始終監視することになった。
白井らが所属する第一五国際旅団はガル将軍の指揮のもとで若干の編成替えが行なわれた。新編成は二個連隊だ
った。第一連隊は、ディミトロフ（ドイツ人）大隊、二月六日（フラソス人）大隊、スペイン人第二四大隊の一一一個
するためでもあった。
一九三七年七月初旬の時点で、共和国軍はすでに防御と反撃という点では十分にその能力を発揮してきたが、フ
ラソコ軍の主力部隊に攻撃をしかけたことがなかった。そこで、グレゴリ・イワソ・クリーク将軍を中心とする、
ソ連の軍事顧問団とスペイン共産党の軍事専問家たちによってプルネテの奇襲作戦が立案された。この作戦には、
共和国軍からすれば次のような戦略目標があった。フラソコ車によるゲルーーカの爆撃と制圧（一一一七年四月二六日）、
、ハスクの首都ピルパオの陥落（六月一九日）、さらに日程にのぼっていたピル今ハオの西方のサソタソデールへの攻
撃などフラソコ軍の北部攻略作戦を牽制するためであり、また、ブランコ軍のマドリード包囲軍を北西側から遮断
白井が、炊事兵なのに「ファシストどもを撃ち殺してやる」などと言ったといわれているが、こういう類いの言
葉は、単なる日常上の言葉にすぎず、とりたてて白井の政治的信念を物語るものでもない。
（９） 
ともあれ、プルネテの戦闘のコソテクストの中で白井の戦死の実状を私なりに述べてふたい。
ろ
う
･ 
いていた。だが、炊事場は、前線応急手当所でもあった。初陣の初日に、大隊の約三分の一の死傷者を出し、それ
らが前線応急手当所、つまり炊事場へ後送されてきたのである。阿鼻叫喚の応急手当所といっても過言ではないだ
(－） 
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4８ 
大隊編成となった。このスペイン大隊の国際旅団への編入は、これが初めての試糸だった。以降γ国際旅団の外国
人義勇兵の損失を補充するために、スペイン人部隊が、大隊単位？中隊単位、小隊単位で国際旅団に編入される
ようになった。「だが、このスペイン人大隊の戦力は全く未知数だった。兵士はあまりにも若すぎるが、あまりにも
年を取りすぎているがのどちらかであり宜議ルティネス大隊長は五○歳位の職業軍人だったが、、タィコ腹の下にピ
ストルのベルトをかけていて、どちらかといえば、実戦向きのように見えなかった。、
第二連隊は、イギリ久人大隊、リソヵソ大隊、ワンソトソ大隊の三個大隊、予備部隊にマッヶソジーⅡパヒノオ
大隊、つまり、カナダ・アメリカ人大隊と呼ばれる編成だった。
ともあれ、共和国軍は、二個軍団、五個師団凡総員五万ァ飛行機一五○機、戦車一一一八台、野砲一三六門の陣容
だった。
七月二日、アルバレス村を発ったリソカソ大隊は、マドリードの北側を大き迂回し、フラソコ軍の包囲陣を北西
側から攻撃することになっていた。それもほんのしばらく輸送トラックに乗っただけでその後は全て行軍となっ
た。行軍は、坐敵の偵察機を警戒して、夜間だけに限られた。エル。。〈彫ドと呼ばれるグァダラマ山脈の山麓にある
ひ
い
ら
ぎ
西洋柊の森を通過した。この森は、かつてブルポソ王家の狩猟用離宮のあったところだった。
七月四日、アメリカ独立記念日。リソカソ大隊とワシソト大隊とがスペイソではじめて出会った。両大隊が合同
して独立記念日を祝うためだった。リソカソ大隊からは白井と一一人の部下、ワンソトソ大隊からはルー・ツロトーー
ヅクらが、一緒に特別料理をつくった。通常の一一倍の量の夕．〈。の配給と、チョコレートのおまけつきだった。ア
ルコール類はもちろん禁止だったが、特別料理は兵士たちの心をなごま辻、リラックスした気分にさせた。今夜は
両大隊で出陣祝いとはいかないものの、楽しく時を過せると期待していたが、「両大隊、出発用意」という命令が
くだった。数時間後、両大隊は行軍を開始した。翌五日、》ハルデモリリョ村付近の農園で野営した。この辺は裕富
なマドリード市民の週末用の別荘や日曜野菜の耕地などが散在するのどかな所だった。だが、戦争のためこの辺も
荒れ果てていたｏ別荘のプールにほどろっとした緑のコケが生えていた。周囲は、松と杜松のこんもりとした森が
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4９ 
－ダ村を包囲し、
広げられていた。
目的地は、谷を見下せる小高な丘になっていた。
だが真暗闇のなかで、手探りで前進せざるをえなかったため、途中で道に迷い、一時間も遅れて目的地に着い
た。六時三○分、作戦通り、共和国軍の砲撃が開始された。爆撃音は山岳地帯の静寂さを破り、溪谷の谷底からも
こだましてきた。グアダラマ渓谷は、さながらプリズム色にいろどるられ、南の方へ伸びていた。その溪谷の平ら
な地点をぬうように戦車が進んでいった。
リソカソ大隊が丘にあがって前方を見ると、五、六キロ前方にある、ビリャヌニパ・デ・ラ・カーーャーダ村が砂
塵と炎につつまれ、無気味な色合いをみせていた。共和国軍機が低空飛行し、要塞化したカーーャーダ村を爆撃して
いた。はるか南西方向にも、灰色の煙が渦巻き状にまいあがっていた。共和国軍機によってキホルナ村の敵の弾薬
臨時集績場が爆撃されたからだった。はるか遠くから、機関銃やライフル銃の連続音が聞こえてきた。それはスレ
ートの屋根にまい落ちる無数の雨の音のようだった。
やがて不快な焦熱地獄のような熱風が、溪谷の底から湧きあがってきた。小高い丘から平原にたどり着くまでに
水筒が空になった。
あった。
パ
ー
リ
ー
・
ゲ
ー
ト
彼らが利用した農園を「真珠の門」と名づけた。
翌七月六日午前一一時、両大隊に出撃命令が下達された。攻撃が開始する六時三○分までに所定の部署につくこと
になっていた。先発はワンソトソ大隊だった。三○分以内に両大隊は屋根の下の出発地点に集結しなくてはならな
かつた。
伝令がやって来た。ガル将軍からの命令書をもって来た。カーーャーダ村の掃討作戦を敢行せよという内容だっ
リソカソ大隊が肉眼で見ても、戦闘の展開はそれほど味方に有利とは思えなかった。戦車と歩兵はすでにカーーャ
し
↑
ダ村を包囲し、強力な攻撃をしかけていたが、まだその村を制圧していなかったからだ。頭上では空中戦がくり
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5０ 
た
。
先
発
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
隊
と
イ
ギ
リ
ス
大
隊
の
あ
い
だ
の
間
隙
を
う
め
る
の
が
、
リ
ソ
カ
ソ
大
隊
の
任
務
だ
っ
た
。
し
か
し
、
最
初の作戦は、カーーャーダ村を迂回して、モスキート・クレストと呼ばれる頂を中心とするロマーーョス台地へ向い、
フ
ラ
ソ
コ
軍
が
防
御
態
勢
を
整
え
る
前
に
、
そ
の
台
地
を
制
圧
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ガ
ル
将
軍
が
糸
ず
か
ら
、
こ
の
最
初
の
作
戦
命
令
を
撤
回
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
国際旅団の中で最強のディミトロフ大隊が先陣を張り、リソカソ大隊は長い斜面を突進し、灼熱の平原を突き切
った。平原を越えるとまた丘だった。平原と丘の連続。空から見れば、波打っているような地勢だった。しかも平
原には小さな溝が幾重にも走っていた。こういう場所は、遮蔽が多く、進攻する歩兵部隊には都合がよかったが、
そ
れ
だ
け
前
進
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
地
図
上
に
青
い
緑
で
示
さ
れ
て
い
る
グ
ァ
ダ
ラ
マ
川
の
支
流
は
、
夏
期
に
は
乾
燥
し
た
川
床
を
露
や
に
し
て
い
た
。
皮
肉
と
い
う
べ
き
か
、
グ
ァ
ダ
ラ
マ
と
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
乾
い
た
川
」
を
意
味
し
て
い
た
の
だ
。
リ
ソ
カ
ソ
大
隊
が
目
的
地
の
カ
ー
ー
ャ
ー
ダ
村
に
着
く
前
に
、
の
ど
の
渇
き
で
意
識
が
ぽ
っ
と
し
て
い
た
の
が
か
な
り
い
た
。
カーーャーダ村は？ゆるやかな斜面の頂のところにあった。低く密集している民家は、厚いレンガ造りだったの
で
、
フ
ラ
ソ
二
軍
に
は
と
て
も
都
合
の
よ
い
守
備
用
の
建
物
と
な
っ
て
い
た
。
敵
の
機
関
銃
座
が
教
会
の
鐘
つ
き
塔
に
そ
な
え
つ
け
ら
れ
、
四
方
八
方
へ
射
ち
ま
く
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
塔
か
ら
は
、
三
七
ミ
リ
砲
も
火
を
吹
い
て
い
た
。
こ
の
塔
は
ド
イ
ツ
・
コ
ル
ド
ル兵団の将校が指揮していた。
一二台のロシア製戦車が、まずこの塔に集中砲火をあびせ、歩兵の掩護を行った。第五ロシア戦車大隊の技術指
導部付のロパート・グラドーーックによれば、このドイツ軍将校は捕虜としてとらえられ、ドイツ軍の戦車戦術につ
いて供述したのち、プラソコ側がおさえている共和国側の捕虜と交換されたという。
リ
ソ
ヵ
ソ
大
隊
は
、
ひ
ざ
ま
で
伸
び
て
い
る
小
麦
畑
の
中
を
進
承
、
目
標
と
す
る
四
○
○
メ
ー
ト
ル
の
手
前
で
止
っ
た
。
フ
ラ
ソ
コ
軍
の
守
備
隊
が
必
死
の
抵
抗
を
行
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
銃
剣
を
使
っ
て
地
面
を
堀
り
、
身
を
隠
す
場
所
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
太
陽
に
焼
か
れ
た
大
地
は
と
て
も
硬
く
、
ま
る
で
石
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
窪
み
な
ど
掘
れ
る
は
ず
も
な
く
、
ど
こ
に
も
身
を
Hosei University Repository
5１ 
昼頃までに、ガル将軍庭下の六個大隊は、カーーャーダ村の包囲網を完成させ、民家の外側の周囲に重砲撃を加え
た。だが、攻略には思いのほか手間がかかった。
太陽が西方に傾いた。貴重な時間が一刻一刻と過ぎ去った。共和国軍の主力部隊は、約五キロ離れたブルネテ村
やキホルナ村を包囲攻撃していた。
夕方の六時頃、旅団司令部の伝令が、即座にカーーャーダ村を猛攻撃せよという命令をもってきた。リソカソ大隊
からは、先の休憩基地で大失態を演じたポール．、ハーン指揮の第一小隊が先発隊と決まった。第一小隊が出撃しよ
うとしたとき、ディミトロフ大隊が村の反対側から攻撃をしかけ、激しい銃撃戦が始まった。
この動きに刺激されて、リソヵソ大隊とワシソトソ大隊は有刺鉄線を切断し、敵の塑壕を急襲した。敵の守備隊
はあわてふためいて民家へ逃げ込んだ。攻撃部隊は村の中心部へと殺到した。あまりにも迅速な行動だったので、
村の中心地であるマョール広場付近であやうく同志射ちをするほどであった。
この村の中心部から追い出されたブランコ軍、正確にはファラソヘ党民兵隊員は、一二人余りの村人を人質にし
て、村から南へ一一一○○メートル離れた地点で出撃準備中のイギリス人大隊の陣地へ向かった。その直後の様子は、
イギリス人義勇兵ジャック・ロ．ハートによると次のようである。
隠す場所はなかった。リソヵソ大隊は着剣して、村のはずれの一○○メートルくらいの所まで前進した。
灼熱の太陽、気温は三九度を少しオーバしていた。
手元に残っているわずかながら水も、水冷式のマキシム機関銃に使わねばならなかった。銃身が焼けてしまうか
水の補給、これ》
とができなかった。
昼頃までに、ガ．
らだった。
突然誰かが叫んだ。「射撃中止ノ・村から人がくる」。われわれは道路の方を見た。約一一五人の男、女、そし
これが兵姑部の最重要任務だった。彼らは水を求めてかなり後方へ戻ったが、ついに水を見つける一」
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5２ 
この卑怯な作戦でイギリメ人大隊は怒り心頭に達し、カニャーダ村になだれ込んだ。今や燃えさかる民家が夜空
に赤々と映えていた。まるで地獄のようであった。「
干し草の山や家蓄小屋に隠れひそんでいる捕虜を残忍な殺し方で殺害するのではないかと懸念したイギリス人大
隊長のフレヅド・コープマソは、「部下をこの村から却去させ、他の大隊に掃討作戦をまかせた。
一方、共和国軍のエソリケ・リステル将軍磨下の第二師団は、砲爆撃の掩護をうけて攻撃を開始し、正午には
ブルネテ村を制圧してしまったｐまた、エル・カソペシーノ指揮の第四六師団は、キホルナ村を猛襲し宛一一日後、
この村の攻略に成功した。
ともあれ、緒戦においては、共和国軍は敵陣を突破し、作戦は見事に成功した。
て子供だった。先頭は、一○歳くらいの少女だった。その子のうしろには、中年の女性、一四歳くらいの男の
カマヲダＩス
カ
ヲ
マ
ー
ダ
久
子、数人の老人が続いた。それ以外は青年たちだった。彼らが近づきながら、叫んだ。「同志たち／・同志たち
よノ・」
避難民だと判断したわれわれは、合図を送り、こちらに進んでくるよう叫んだ。彼らに最も近いところにいカ
ディフ出身の。〈ツト・マーフィがもし武器をもっているなら下に置くようにと言ったとたん、村人たちの背後か
ら機関銃が火を吹いた。今まで盾につかっていた老人、婦人、子供たちを払いのけたファシストどもは、われわ
れの真只中に手榴弾を投げつけたのだ。悲鳴をあげる人質が四方八方へ散った。人質の体にしばりつけていた手
榴弾が銃弾で炸裂し、数人の婦人が即死した。数分間はまさしく修羅場だった。
手榴弾の炸裂音、銃声、子供や婦人の悲鳴。これらは今だ私の耳にこぶりついている。だが、’○分後、全て
が終った。ファシストどもが死体となってころがっていた。味方であれ敵であれ、負傷者を救出しなければなら
なかった。一人のファシストがうめき声をあげていた。勇敢な若い中隊指揮官のビル・メレディスが、彼をだき
起こそうと身をかがめたとたん、ファシストのピストルの弾がピルの心臓を射ぬいたのだった。
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5３ 
七月七日午前七時までに、カーーャーダ村は完全に制圧された。昨晩の戦闘でかなり消耗していたものの、リソヵ
ソ大隊の兵士たちは自らの戦果に大いに満足していた。スペイソで敵の陣地を奪取したのが、これがはじめてだっ
たからだ。八○○人のファラソヘ党民兵隊大隊とブランコ軍の第一三師団からの補充部隊の全滅、一一○○人以上
の捕虜、多くの機関銃、何百丁のライフル銃、一○五ミリ砲一基、対戦重砲三基などの収穫があって、まさしく
パ
サ
ン
モ
ス
「我汽は突破する」のスローガソ通りの作戦だった。
今や日影の中でまどろむ者、敵の食糧庫から徴発してきた赤トウガラシ入りのソーセージをムンャムンャ食う
者、捕虜が収容されている村はずれの納屋のすきまから覗く者など、さ富ざまな束の間の午前中の休暇を楽しん
だ。彼らははじめて直に見た捕虜に失望したようだった。捕虜は、アメリカ共産党機関紙『デイリー・ワーヵー』
この初日の戦闘をブルネテの南、セビリャ・デ・ラ・ヌー・（という村に駐屯中のフラソコ軍を取材していた『東
京朝日新聞』の坂井米夫記者は次のように記している（『ヴァガポソド通信』一九三九年、改造社）。
ヤグエ、サリケット、・ハレーラ一一一将軍の前線司令部を歴訪してナベルヵルネロから愈ブルネテ戦線へ。セピリ
ャ・デ・ラ・ヌー〈という村で凄絶な空中戦を見る。真ヅ黒は煙を吐いて墜ちる機、白煙をスーツと曳て急降下
するように塵もていく櫛見る見る火焔に包まれて鍵もる鐡Ｉ｜機の後から一機が遣い、その後から霞に他の
一機が追いかける。墜ちると凄まじい黒煙が焔とともに上って、地上に片手つきながら見ているわれわれの所に
まで震動が伝わってくる。あシやられる／・と思うとはたして無雑作に墜ちる。あれ程たくさんいた飛行機が散
り散りになって、紺碧の空に無数の白い花が咲いたような高射砲弾の炸裂。ブルネテ村落は目の前に見えるが、
もうここから先へは進めない。傷ついたモロッコ兵が続女後送される、乾き切った陣地と両軍の砲撃でグァダラ
マ連山が見えない程濠汽たる土煙り、ここを突破したらマドリードは片つくのではないかとやきもちするが、予
備がほとんどいないのでそう思いきった作戦がとれないらしい。ブルネテの村はさかんに燃えている。
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5４ 
この日、大部分の兵士は朝食だけだった。夕方遅くなるまで、食事はなかった。エル・ニスコリアルからの食糧
車
が
最
前
線
に
到
着
し
な
か
っ
た
し
、
実
際
に
炊
事
を
す
る
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
。
各
自
は
支
給
さ
れ
た
携
帯
用
食
糧
を
食
べ
継
い
で
い
た
。
堅
パ
ソ
と
ニ
ポ
ソ
ド
の
ア
ル
ゼ
ソ
チ
ソ
・
ビ
ー
フ
の
カ
ソ
語
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
食
糧
事
情
は
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
増
汽
悪
化
し
て
い
っ
た
。
即
席
の
炊
事
場
や
食
糧
車
が
絶
え
間
な
く
攻
撃
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
炊
事
が
で
き
る
場
合
で
も
敵
機
グ
ア
ダ
ラ
マ
川
に
接
近
し
た
と
き
、
前
進
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
敵
の
待
ち
伏
せ
部
隊
が
散
発
的
に
射
っ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
人
兵
士は、兵士というよりむしろ〈ソターのように、待ち伏せ部隊を追い払ってしまった。
そ
れ
に
し
て
も
第
一
五
国
際
旅
団
は
、
こ
の
川
に
到
達
で
き
な
か
っ
た
。
か
す
か
な
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
、
喉
の
渇
き
に
耐
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
大
隊
、
中
隊
や
小
隊
の
間
の
相
互
連
絡
が
と
だ
え
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
翌
朝
早
く
各
部
隊
は
態
勢
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
の風刺マンガとは全く異っていた。捕虜はどうにもならない程の体たらくだった。汚く、とてもおびえていた。
埋葬部隊があたり一面に散在する戦死者を埋葬した。リソヵソ大隊は四○人の犠牲者を出した。負傷者も三、四
○
人
も
い
た
。
ワ
ン
ソ
ト
ソ
、
イ
ギ
リ
ス
人
両
大
隊
の
兵
力
損
失
は
、
リ
ソ
ヵ
ソ
大
隊
と
ほ
ぼ
同
規
模
で
あ
っ
た
。
正午に、旅団司令部から、今までと逆の作戦命令が伝えられた。増援部隊が到着するまでこの力一一ヤーダ村を確
保し、その後プルネテ村近くの主力攻撃部隊と合流するために南へ移動し、モスキート・クレストヘ向って東へ進
撃せよ、という内容であった。この命令をうけて間もなく、第一五国際旅団がカニャーダ村をあとにした。この
頃、モスキート・クレスト方向から敵の砲弾が飛着するようになった。彼らは東へ進承、グァダラマ川へ向かった。
はるか遠方からよく見通せる田園地帯を進んだ。後方の騎馬部隊は、歩兵の行軍ののろさに苦言をあびせていた。
先陣はワシソトソ大隊だった。彼らはリソカソ大隊の助言を無視して、縦列編隊で行軍した。突然、ブランコ軍
の爆撃機が地上すれすれの低空飛行で爆撃してきた。散開する余裕もなく、ワシソトソ大隊の二○人の兵士がふっ
飛ばされた。死体から煙がたちのぼり、黒こげになっていた。これ以降、ワシソトソ大隊は散開して行軍するよう
になった。
Hosei University Repository
5５ 
七月八日早朝、ロシア製の戦車がグァダラマ川の浅瀬をあっという間に渡河し、対岸の藤の茂みや若木を踏み倒
して進んで行った。第一五国際旅団の歩兵部隊は、水筒を水の中につけたまま戦車の後に続いた。約一キロ先が、
ひ
い
ら
が
モスキート・クレストの頂だった。斜面は西洋柊が群生していた。かつてこの辺は、スペイン随一のアル傘〈公爵専
ｃ
じ
用の狩猟場だった。雄は下生えから舞い上り、うさぎは地面から頭を出していた。この公園のような所にも、敵の
狙撃兵が身をひそめて待ち構えていた。
リソヵソ大隊の偵察部隊が敵の狙撃兵を追い散らした。まるでキツネ狩りのようなものだった。敵はライフル
銃、携帯用食器セット、毛布などを放り出して、脱兎のごとく逃げ出したのだった。
森林での進撃は予想以上に手間取った。前進は一時間に約一○○メートル位だった。視界がさえぎられ、群生す
るプッシュに足がとられからだった。
味方の戦車部隊が屋根の一角に到着した。だが、その機動力をフル回転させて敵の戦線を突破するどころか、下
から登ってくる歩兵部隊の到着を待つだけで、そのうち、今きた道を引き返してしまった。その屋根から数百メー
トル離れた峡谷に集結した共和国軍の砲兵部隊も、手持ちの四五ミリ砲弾をすべて射ち尽して、後退してしまっ
た。頂へ攻撃は速攻作戦しかなかった。しかし、何ら共同作戦を伴わない速攻は、いわば自殺行為と等しかった。
しかも、歩兵部隊は通信と兵姑の両部隊からはるか離れていた。将校たちも、自らの部隊の位置を地図で確認で
きなかった。というのも、同じように見える峡谷や断崖が多すぎ、特定できなかったからである。木立ちと森との
区別のつかない地域での位置確認は至難の業だった。
前線応急手当所も、四キロくらい後方にあった。実際に負傷者も、手当が遅れたために致命傷になることもあっ
が飛来する音を聞くと、炊事兵が大鍋を火から平らな地面におろし、それに蓋をして、一目散の各女の「きつねの
穴」へ逃げ込むこともしばしばだった。また、敵の榴散弾の破片入りのシチュもあった。食極の輸送用に確保して
いたロマハやラバの犠牲も箸るしく、結局、兵姑部から食糧斑をあらたに編成し、前線への食麺補給をかろうじて保
っていた。
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5６ 
午後になって、空になった水筒をかき集めて水を取りに川へ行った。朝、渡渉した浅瀬はすでに乾燥していた。
水を待望んでいた兵士たちは大いに落胆し、うつるな目をして、石のようにじっとおし黙っていた。
この日は、今までのなかで最も暑かった。上方へ続く深い峡谷を利用して、第一五国際旅団の兵士はさらに前進
した。ワンソトソ大隊が中央部を受けもった。マクロピッッ大隊長は、自動ピストルをふりかざし「マドリード
大の敵だった。
リソカソ大隊は二手に分かれ、政治委員のネルソソは左翼を、黒人の大隊長のオリ診〈１．戸－が右翼を指揮した。
リソカソ大隊が約一○○メートルほど前進した。右翼から進んだオリバーの部隊は敵の狙撃兵と遭遇した。ひと
りの兵が前方の下生えの茂糸を指してオリ・ハーに、ほらそこいる、と叫んだ。オリバーが確認しようとして振り向
いたその瞬間、彼の胸に一発の弾丸が当ったＰ彼はその場に倒れた。即死ではなかったが、致命傷だった。まもな
く彼は、戦友たちに見守られて息を引きとった。
大隊長オリバーの戦死はリソカソ大隊を深い悲しみに包象こんだ。この黒人の大隊長の戦死が白井に決然たる態
度をとらせたのではあるまいか。あるいはオリ鯵〈１の仇討ち、と考えたかもしれない。白井の上官であるアル・タ
ソスが私に言ったように、「白井はオリパー・ロ－ととても仲が良かった」からだ。白井にはオリバーはかけがい
のない人間だった。ぽっかりと大穴の開いた心を埋めには、果敢に戦うしかない。メペイソにやって来た本来の目
的通りに行動するより方法がないのだ。白井が機関銃中隊に転属を願い出たのも、ごフマの戦闘で機関銃中隊の指
揮官がオリマ〈ｉであり、彼のぬくもりを態じろためだったのではあるまいか。
その間、ワシソトソ大隊は着実に尾根を目ざしていた。フイリップ・ディトロ中隊長が一五人の部下をかきあつ
め、頂上を目ざして突撃した。幾条にも重なっている尾根の一端にたどり着き、モスキート・クレストのほんの手
に。熱さは窒息させる程強烈だった。まるで空中から酸素が消えてしまったかのようだった。熱さと渇き、これが最
した。ワンソトソ大一
へ」と激を飛ばした。
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5７ 
前一○○メートルの地点に到達した。この尾根熈遙か遠くから眺めれば、「途徹もなくでかい黒い丘」に糸える
モスキート・クレストヘと速がっていた。最後の突撃に入ったが、当然、敵は機関銃を備えつけて待ち櫛えてい
ひ
い
ら
ぎ
た。ディトロ中隊は西洋柊の樹を遮蔽物に利用して少しずつ前進し←Ｌ・機関銃弾に対する人間の意志の戦いだっ
た。結局、前進も後退もできず、ディトロは大隊長へ増援依頼の伝令を使わした。部下を集結さすのに奔走してい
た大隊長も、中隊の伝令に「戦車がくるまでその陣地を確保せよ」との命令を伝えるだけだった。
ディトロ中隊のいる尾根の一つ後方の尾根から一台の戦車が一発射っただけで、姿を消してしまった。一五人の
うち、八人が戦死したディトロ中隊は暗闇を利用して自力で脱出するより方法がなかった。
この日の攻撃でアメリカ人の両大隊がいやという程知らされたのは、昨日まで彼らが追撃してきた残兵の他に、強
力な増援部隊をえた敵がほとんど難攻不落の陣地を構築していたということだったｐ今やアメリカ人の両大隊に共
和国軍から支援部隊が到着しないのは、師団司令部の説明では、攻撃に戦力を投入しているからということだった。
七月九日の戦闘は、モスキート・クレストの下に陣取っているアメリカ人の両大隊やその他の大隊への攻撃で始
まった・低空飛行で襲来してきたハイソヶル機やフィァト機が、大量の爆弾を投下していった。そのうえ、敵の砲
撃が今まで以上の領域をカバーするようになった。もはや両陣営の戦力と火力においては均衡状態はやぶれてしま
った・にもかかわらず、モスキート・クレストヘの第一五国際旅団の果敢なる攻撃は続けられた。
七月一○日、第一五国際旅団は、モスキート・クレストの下に広がる前線を頑強に維持した。だが、この時間が
かえってプラソコ軍にさらに有利に作用した。反攻作戦の態勢を整える時間を与えることになったからである。臼
砲がおそろしい程正確に猛威をふるっていた。高速の砲弾が樹木をなぎ倒し、根元に隠れていた兵士がその倒れた
樹の下敷になった。夜になると、モスキート・クレストの頂上に陣取っていたモーロ人部隊が吠え声をあげてい
た。それは、まるでジャッカルの吠え声だった。とても無気味な、不吉な感じのする声だった。
七月二日、ついにフラソコ軍は制空権を握った。本格的な反攻作戦を開始したのである。第一五国際旅団はモ
スキート・クレストの頂上制圧作戦を断念しなければならなかった。この日の様子は、戦死したオリパー・ロ－の
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８代わりにリソヵソ大隊を指揮したネルソンの『義勇兵』によると、次のようである。
５
 
二日の朝、敵機はリソヵソ大隊めがけて百発もの爆弾をどっと投下した。また、もっと小型の飛行機も襲来
し、手榴弾を投下し、機銃掃射をおこなった。
陣地の後方にはＰなんの変哲もない雑木林に対戦車砲が二門あったが、敵機はそれに気づかなかった。
電話が鳴った。戦車が八台、丘をおりてくる。小型だ。そのあとに、少なくとも歩兵一個大隊が続いている。
戦車が近ずいた。まったくさまたげるものがなかった。ほぼ四五○メートルくらいまで近づいてきた。二門の
対戦車砲が火を吹き、先頭の戦車がぱっと炎に包まれた。二度目の一斉砲撃で、もう一台の戦車が進行方向から
はずれて、狂ったようにくるくるまわった。残りの戦車は隠れ場を求めて小さな丘のかげへ走った。その丘の高
さ
が
足
り
ず
、
ど
う
し
て
も
姿
を
隠
し
き
れ
な
い
。
残りの戦車は、対戦車砲のわなにかかったことを知るとＰ先を争って丘の頂上へと逃げたが、逃げおせたの
は、わずか一台にすぎなかった。
戦車が逃走すると、敵のモーロ人歩兵部隊は停止して地面に伏せた。彼らはリソカソ大隊の四五○メートルの
ところにいた。しばらくすると、将校たちが立ちあがり、部下に前進を命じた。共和国軍は満を持して発砲しな
かった。ファシスト軍は、空からの攻撃で陣地は徹底的にたたかれていると考え、しだいに自信を強めて進んで
きた。彼らはまったく用心していなかった。反撃を受けないものと思いこんで、大声で叫びながら走ってきた。
私はレイ・スラィールの機関銃のわきに身を伏せていた。「もう二○メートル引きつけよう」とレイは額に汗
を浮かべ、ロもとのかすかな微笑をか承殺した。「さあ、承んな、落ちつくんだぞ…ようしっ、それ撃て／・」
六基の機関銃はファシストの波めがけて猛烈な銃火をあびせた。ライフル部隊は命令通りに、斜面の後方の兵
士をねらい、｜方、機関銃は、くぼ地に向って走りつつ味方の陣地に近づいてくる連中をねらいつづけた。
わ
が
リ
ソ
ヵ
ソ
大
隊
は
、
〈
ラ
マ
の
戦
闘
の
仇
を
討
つ
こ
と
が
で
き
た
。
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5９ 
水集めの分過隊が編成され、グァダラマ川の川床を必死となって掘りはじめた。約三メートルほど掘ると砂から
水がし染出て、ある程度の水たまりができた。その水は非常にどろっとしていてとてもくさかったが、「恵詮の水」
であり、ともかくも兵士の喉を潤おわせることができた。
前線の兵士用の食樋もとどこおりがちになった。たしかに兵岾線ができていたが、夜昼となく攻撃にさらされて
いた。にもかかわらず、食糧班は前線兵士からひどく文句をいわれた。ロバを使えるときはロペの背に食樋をのせ
て味方の最前線へと登ってきた。だが、ロバはやはり見立ちＰ敵の攻撃の的となった。ロベが殺された場合には、
食糧袋をかついで、ころんだり、走ったりしてようやくたどり着いた。塑壕の兵士たちは、食糧斑が行きつ戻りつ
するのを待遠しく待っていた。
その日の午後はしばらく小康状態が続いた。最前線で激しい戦闘後は、何となく不気味で落ちつかない。戦闘の
興奮がまた体のどこかに残っており、さりとて休憩もしたい、だが敵が態勢を備えて再攻勢をかけてくるのではと
いった不安が前線の兵士を支配するものだ。
こうした状況で最も兵士たちを勇気づけ安心させるのは、食事だった。
夕方の六時頃、夕食が下から運び込まれると誰もが期待していた頃、突如、フラソコ軍が態勢を立て直して再攻
撃してきた。今度の主力攻撃は機関銃部隊だった。応戦する側との激しい射ち合いが始まった。この直後、下の食
樋車が、白井のいる機関銃中隊の部署に食極をとどけようとやってきた。だがほんの少し手前で敵の機関銃弾のた
ぬ「太陽目」胚
が舞い上った。
だった。
それにしても、戦闘すること、いや動き回ることすら、このカスティーリャの灼熱の太陽のもとでは拷問に等し
い。太陽はあまりにも強烈だったので、すべての物体が白色に変ったような錯覚をおぼえた。一種の「雪目」なら
ぬ「太陽目」というのだろうか。乾燥しきった草が、足に踏まれる度にガサガサと音をたてて折れ、その周りの土
モーロ人兵士は真っ赤な血のかたまりとなって前方にころがっていた。リソカソ大隊は本当に「仇を討った」の
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6０ 
さ
い
．
，
めに、ｊもうこれ以上一歩弧⑥前進できなくなっていた。空腹とのどの渇きに苛まれつつ応戦する味方の兵士とｊもうこ
れ以上動きのとれない味方の食糧車、こうした状況下で、白井の運命が決まったのだった。
ちょうどその直前、白井の上官のアル’タソスｊも現場に来ていたＣその時の様子を、アル・タソスは、「私の言
えるは、直接的な目撃談ですが」とことわりつつ、私のインタービューに答えてくれた。
－彼の戦死後、あなたたち熈彼の屍をスペイソの大地に葬ったのですか。■
アルそうですｐ夜になって、私たちはささやかな埋葬式をしました。ほぼ同じ時刻に戦死した七人の戦友と一
アル アルｌ埋葬式をもっとくわしく話して下さい誉せんでし些うか。あなたらは墓標か何かを建て霞したか．
アル墓標を建てました。私たちは、だいたい同じような墓標を建てました。例えば、ジャック白井の場合でい
私たちは、リソカソとワンソトソ両大隊が陣地を築いている長い前線にやってきました。たまたま、兵端
部の別の兵士が、機関銃座は大丈夫だと言ってきました。ところが、その直後、両陣営のあいだで、猛攻
撃が開始されたのです。
戦闘が小康状態になるまで、その場に待機するよう伝令がとどきました。それで、私たちは坐って待機
していたのです。やがて、ジャック白井が、「俺行ってくるよ、俺こわくないから刃といって飛び出そうと
し童した。ジャッキー行くな、（もう少したったら、われわれも行くから、それまで待機しているよ、と誰
も彼もが叫んだ。ジャック白井は、そうした叫びに無頓着だったのです。彼が飛び出して、ほんの一一、三
歩進んだとき、敵の機関銃弾が彼の頭を射ぬいたのです。
彼の頭ですが、頚部ではたく。
そう、頭、あるいは頚部です。ともかく肩より上の部分です。これが、ジャック白井の戦死の状況でし
緒に。
た。
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6１ 
ジャック白井は、スペインで、このうえもなく幸せだったに違いない。
彼の三七歳の生涯は、このスペインでの半年間の生活のための、いわば助走のようなものだったとも思われる。
人種差別も、過去の経歴も全く問題にしないスペイソ。それが故に各交の能力が正当に評価され、それを十分に発
揮できるスペイソ。人間同志のぬくもりが肌でわかるスペイン。今までの白井にとって、このような生の充実を実
感できた場所がスペイソ以外にあっただろうか。生きていることを実感できるスペイソで、白井はおのれの生命を
十二分に燃焼できたのではあるまいか。スペイソでの生活は、今までの夫わなれた日々をたぐり寄せるようなもの
だったろう。
スペイソでの白井像は、一三１ヨーク時代と異り、ほぼおしなべて「つねに笑顔をふりまく、陽気な男」となっ
ている。すでに述べたように、生まれて初めて地獄のような戦場を転戦し、多くの親しい戦友を失い、また、反フ
ァシズムのための義勇兵という理念からすれば大幅に逸脱した国際旅団の中で、さまざまな理不尽なことに出くわ
はたして、ジャック白井は、その瞬間、何を想い、なんと叫んで絶命したのだろうか。
Ⅱ
ｐ
 
薄幸のもとで生をうけ、波潤にとんだ、しかも孤独な一一一七歳（推定）の生涯をスペイソで閉じたのである。
ア
ル
えば、ジャック・シライ、ジャ・ハーーーーズ・アソタイ・ファソスト、彼の勇気をたたえて、一九一一一七年七
月
二
日
、
と
い
う
ふ
う
に
。
墓標の材料は何だったのですか。また、その場所をだいたい確認できますか。
木の端を使いました。その翌日か、二日後、両アメリカ大隊は、他の陣地へ移動しましたので、その場所
は全く分りません。
(二）
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6２ 
しながらも、不思議なほど明るい。
この明るさは、一三ｌヨークで参戦を決意した反ファシストの闘士としてよりも、自分の存在を確認できるスペ
ィソを「暗黒の中世に逆戻りさせようとする」プラソコ軍から守りぬこう、つねに前向きでそれに挺身しようとす
る意識が働いていたためだろう。スペイソにすべての希望を託することができたのだ。それ故彼は、共和国内部の
政治的抗争や、他の多くの義勇兵が抱いた不満にも無頓着でいられたのだった。
彼が激戦になると、「ファシスドどもを射ち殺すために」炊事場から離れると言ったのも、明確な政治性の指標
にはならない。「反ファシズム」という言葉は、もはや陳腐なきまり文句にすぎないからである。
絶え間ない戦友の戦死や再起不可能な負傷を目のあたりにして、炊事兵だった彼の頭にどんな考えが浮び、心に
はどんな感情が渦をまいていたのだろうか。自分のおかれている状況のもどかしいほどのいらだちで、いてあたっ
てもいられず、「ファシストどもを射ち殺してやる」と言ったのではあるまいか。
こ
ろ
う
明るく、固順にも近い戦友想いの優しさが、彼を炊事場を離れさせ、銃を握らさせたのではあるき争いか。あるい
は戦友の弔合戦のためかもしれない。あるいは屈辱感を払いのけるためかもしれない。
私は、白井の戦死直後のエピソードを一一つ聞くことができた。
一つは、アル・タソスにイソターピューする一一日前、サンプラソンスコで会ったリソカソ大隊機関銃手のメル・
アソダーソソからだった。当時、労働組合のオーガナイザーだったメルは、党から要請をうけて一九一一一七年一月に
ニューヨークを出港した。メルと白井の出会いは、メルがスペイソに到着して間もなくだった。それ以降、配属部
隊が異なっていたが、戦友として親しい間柄が続いた。だが、戦場では、白井の出身地とか、その他個人的なこと
など話する余裕は全くなかったという。事実、白井が日本人で、ニューヨークでコックとして働いていたというこ
と以外何も知らなかった。孤児だったことも、恋人をニューヨークに残してきたことも、全く知らなかった。白井
からすれば、スペインでこうした自分の過去を語る必要性も感じていなかったのかもしれない。
七月一一日六時過ぎの戦闘で、メルの戦友のキュー・〈人兵士が戦死した。戦鳴が収まって、戦友と一一人で、その
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6３ 
このような埋葬は例外だった。前線で、いつ敵が攻撃しかけてくるか分らない状況下では、埋葬といえども、迅
速だけが強調されていたからだった。それに、戦死者がぼう大で、こともなげに埋葬せざるをえなかったためでも
ある。だが、くり返しになるが、白井の場合は違っていた。白井の戦死は、リソカソ大隊の兵士さたちに大きな欠
落感を与えたのは事実のようだ。ちなみに、一九三七年八月九日付の第一五国際旅団機関誌『自由のための義勇
兵』には、「このことは忘れまい」と題する詩が戴っている。筆者は、ウィリアム・Ｐ・スミス・血（リソカソ大
メルが話の途中に、何回も、白井は「ビューティフル・ガイ」だったと言ったのが、とりわけ印象的だった。
もう一つのエピソードは、一九七五年九月にニューヨークで会った「リソカソ旅団元兵士の会（ＶＡＬＢ）」の
事務局長のモウｏプィシマソからだった。彼もプルネテの戦闘で右脚を負傷し、現在もその右脚は不自由である。
モゥによると、白井の戦死の知らせを聞きつけて、白井の部下だった二人の炊事兵がかけつけてきた。二人とも
男泣きに泣いていた。その一人は、白井の頭をだきかかえて、この戦争が終って三人とも無事帰国したら、一一ユー
ョークででっかいレストラソを開いて、金持ち連中からパッチリ金をしぼり取って、貧乏人にはダダで食べさせよ
う
、
と
い
つ
も
言
っ
て
い
た
白
井
が
、
ど
う
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
、
と
号
泣
し
て
い
た
。
こ
の
炊
事
兵
は
、
一
年
後
の
一
○
月、エプロ河の戦闘で、？最後の撤退作戦の敢行中に戦死した。もう一人の炊事兵も、白井の戦死した三日後、同じ
く
プ
ル
ネ
テ
の
戦
闘
で
戦
死
し
た
。
白
井
の
埋
葬
に
際
し
て
、
誰
か
ら
と
も
な
く
、
鳴
咽
と
号
泣
が
も
れ
、
そ
の
声
は
い
つ
ま
で
も
続
こうペ
キュー今〈兵の屍を担架にのせ下に運んだところ、白井がそこに横たえられ、数人の戦友が頭をたれていた。非常に
驚いた。あの不死身のような白井が莞れたからだった。合計七人の戦友の死体があった。あらゆる物質が不足して
いたスペインの戦場ではよくあることだが、それに戦友の形見分けの意味もあって、死んだ戦友が使用していたも
ので使用可能なものは、借用することになっていた。メルは、自分の靴がポロポロだったので、比較的新品で手入
れ
の
よ
か
っ
た
白
井
の
靴
を
ぬ
が
せ
た
。
だ
が
、
靴
の
サ
イ
ズ
が
全
く
合
わ
ず
、
白
井
の
靴
は
、
別
の
義
勇
兵
が
使
う
こ
と
に
な
っ
た。いた、し｝いう。
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４隊所属）である。
６
 
・なかば判断力を失わせる熱い太陽の下で、
オリーブの根元の小麦畑で、同志は鼈れだ。
地獄の音と渇き、砲弾と弾丸の
飛び交う音と炸裂音の中で、
同志はやって来た。
水ぶくれの脚や肩をかがめ、
故郷でのんびりと暮したいと気まぐれに考えても、
泣かねばならない。何故なら、オリパーもジャックももはやいないからだ。
私は聞いた、その夜の君らの鳴咽を。
私は知っている、君らの涙は恐怖のためではなく、
死者のためたのを。君らとともに終日戦った同志が死んだ。
この二人をつれ一戻すことはできない。
二人はどこか遠い所に連れ去られ、
生き返えることはあるまい。
だが、つぎのことを忘れ鑿いＩ二人砿今だ兵士として生きている．
何故なら、二人が残した力を受け継ぎ、
二人が決めた目標へ向かねばならないからだ。
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6５ 
イギリス人大隊も撤退した。彼らの戦死者は、アメリカ人両大隊の比ではなかった。六○○人のうち、一八五人
しか残っていなかった。イギリス人大隊は、〈ラマ河の戦闘と同様、敵の攻撃の矢面てに立たされ、しかも旅団指
令部と悶着を起こしてしまった。モスキート・クレストの全面攻撃の日、イギリス人大隊はモスキート・クレスト
就任した。
白井の戦死後も、激しい戦闘が続いた。敵は猛砲撃を加えてきた。夜間には、はるか頭上に陣取っているモーロ
人部隊が、「アラー、アラー」と叫びとも稔りともつかない、不気味な声を発していた。アメリカ人兵士のなかに
は
、
両
手
で
耳
を
押
さ
え
る
者
も
い
た
。
七月一三日、スペイソ人大隊の交替によって、アメリカ人両大隊に撤退命令が下達された。両大隊はグァダラマ
川の西側へ撤退し、休憩することになった。とはいっても、実際には、休憩などほとんどなかった。敵の攻撃にさ
らされている前線へ三回も救援作戦に出撃しなければならなかったからである。
それにしても、両大隊の再編制を計る必要があった。驚くべき戦死者を出したからだった。わずが八日間で、約
八○○人のアメリカ人兵士が五○○人近くになっていた。そのうち、約一○○人が負傷兵だった。結局、戦闘に耐
える戦力は半分に激減していた。新兵の補充はもはや不可能でありＰ兵力を維持するために、リソヵソ大隊とワシ
ソトソ大隊が合併し、リソカソⅡワシソトソ大隊と命名された。指揮官にマルコヴィッチ、政治委員にネルソンが
私は聞いている、その夜の君らの鳴咽を、
だ
が
、
日
中
に
は
、
わ
れ
わ
れ
も
二
人
と
同
じ
く
な
る
そのことは忘れまい。
よ
り
大
き
な
団
結
と
と
も
に
全て人間は今や自由でなければならない。
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6６ 
の南端側面を占領する命令を受けた。敵から來又砲撃をうけ、しかも味方の掩護からは離れすぎていた。政治委員
のウォリー・タプセルが旅団指令部に窮情を訴えるために出頭した。ところが、彼は逮捕されてしまった、彼が戻
らないのを知って、大隊長のフレット・コープマソが自ら事情調査のために司令部に出かけることになり、出発に
際して、もし自分が一一時間たって戻って来なかったら、重装備の機関銃中隊を司令部へ向かせるよう、中隊指揮官
に命令した。結局、大隊と旅団司令部とのトラブルは事なきをえたが、その間、約一割強の戦死者を出してしまっ
た。以降、大隊幹部と旅団司令部とのこのようなトラブルは起らなくなった。
七月一七日、衛生トラックがやってきた。シャワーを浴び、下着を取り代えた。実に二週間ぶりであった。敵機
が飛んできたが、何ら被害はなかった。
七月一八日、グァダラマ川から約一○キロ北方の村、ピリャヌニパ・デル・・ハルディリョの共和国軍の戦線が突
破されるという伝令が伝えられた。新らしく増援部隊をえたブランコ軍のプルネテ全域にわたる大規模な反攻作戦
が開始された。リソヵソⅡワンソトソ大隊は、。〈ルディリョ村を砿保するために急遼出撃することになった。
輸送手段は全くなかった。彼らは一晩中両膝まで砂でうまる川床を行軍しなければならなかった。砂を靴の中に
入れないように、足首をひもでしばる者もいたし、靴をぬいで裸足で歩く者もいた。砂は皮閥にくい込裂、水ぶく
れを破った。ともかく骨の折れる行軍だった。行軍の先頭が止ると、後続の兵士たちがよろよろと腰をおろし、寝
込んでしまった。将校たちが、蹴ったりびっぱたいたりして起こしまわった。寝ながら行軍することをおぼえた者
・もいた。
夜明に彼らは川床からはい上って。朝食に、二個のゆで卵が支給された。これはスペイソで、最初にして最後の
ゆで卵であった。カニャーダ村から・ハルディリョ村へ速く道路で、停車している急救車に寄りかかった若く美し
抵健えぷ
い、ショートカットのイギリス人の女性が、通過する兵士たちに微笑かけていた。彼女は、彼らにとって一一週間ぶ
りに見る女性だったが、誰も口笛などを鳴らす者はいなかった。
、ハルディリョ村の一キロ手前の窪地に集結した。森ははるか後方にあり、前方は大麦畑だけで、遮蔽物は全くな
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かつた。何の命令もなかったので、この日の大半をこの窪地でごろりと過した。ときたま砲撃されるだけだったた
めか、久しぶりにさまざまな話に花が咲いた。
突然、約一○○メートル離れたところに一発の砲弾が炸裂した。この窪地にいれば、安全だと分っていても、雑
談は止めてしまった。はるか頭上に、小さな点が浮んでいた。敵の偵察機だった。誰もが頭をかかえてうずくまっ
た。その飛行機は飛び去った。三○分後、脱穀機のような音が頭上でした。今度は爆撃機だった。数秒後、爆撃機
は爆弾を勝手気儘に投下した。大地は轟音とともに激しく揺れた。まるで地震と火山が同時に起こったようだっ
た。突中高く吹き飛ばされると思ったほどだった。吹き飛ばされまいとして、草をわしずか柔する者もいた。その
。
ル
ダ
イ
ト
直後、桐散弾の破片が飛んできて、草が燃えあがった。黒い煙が舞い上り、紐状無煙火薬のイオウの臭いで窒息し
そうになるほどだった。同時に、フラソコ軍の歩兵部隊が一斉に攻撃をしかけてきた。リソカソⅡワシソトソ大隊
が機関銃で反撃し、追い散らしてしまった。
七月二○日、この日からブランコ軍の主力部隊はブルネテ村の攻撃に転じ、リソカソⅡワンソトソ大隊の陣地は
比較的穂かになった。時たま敵機が襲来したが、何の損害も受けなかった。この頃から、リソカソⅡワンソトソ大
隊が、リソヵソ大隊と呼ばれるようになった。出来たての熱い食事にもありつけたし、アメリカのヨイプラム・
リンヵソ友の会」から送られたチョコートや夕傘〈コも前線の兵士たちに差し入れられた。午後三時、空中戦があっ
た。ブランコ軍機が一機、黒煙をあげて墜落した。この空中戦は三○分位で終わった。
七月一二日、前線は平穏そのものだった。時たま狙撃兵の銃弾が飛び込むだけだった。
七月一一二日、リソヵン大隊に、モスキート・クレストの下のもとの陣地に戻る命令が下達された。再び、真暗闇
のなか、グァダラマ川の川床を引きずるように行軍した。翌朝、川岸の藤の茂みの中で寝てコーヒーを回し飲ふし
ていると、後退するスペイン人部隊が、敵が戦線を突破し、こちらの方向に進撃してくると知らせてくれた。リソ
ヵソ大隊は直ちに斥候を出した。やはりその通りだった。慎重に態勢を固め、対岸まで進撃してきたフラソコ軍に
発砲した。フラソコ軍がもとの戦線に押し戻されたが、緒戦で確保した陣地を奪取するのは問題外であった。午後
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日中頃には、ヴァルデモリリオ村近くの曲りくねった小道に到着した。丘の上のヴァルデモリリオ村を目ざして
リソカソ大隊が喘ぎつつ登って行くと、村の方から千人単位の味方の歩兵部隊が意気揚女とおりてきた。こうした
髭のそったばかりの兵士と比べると、自分たちはライフル銃を杖に使う浮浪者のように設えた、とあるアメリカ人
一一一機のユソカー機が深い谷の彼方から一一筋の道をたどって飛んできた。台地に備えつけられている対空高射砲
が火を吹いた。・ハーーックにおそわれた兵士たちが溝や崖に身を隠した。突然、指揮機がオレンジ色の炎と黒煙を吹
き出しゆっくりと、さながら落葉する葉のように落ちていった。他のユソヵー機はあわてふためいて向きを変え、
誰もいない野原に爆弾を投下して飛び去っていった。
義勇兵は回想している。
になって、共和国軍の三台の戦車が掩護に到着した。両軍とも激しい戦闘をくり広げたが、もうこれ以上の進軍は
望めなかった。敵機が焼夷弾を投下した。乾燥した草や藤が猛烈に焼えあがった。戦闘の主力はカーーャーダ村へ移
っていった。次の一一日間、リソカソ大隊は防御陣を敷くことにやつきとなっていた。リソヵソ大隊の両翼を守って
いたスペイソ人部隊がいつの間にか戦線からいなくなっていた。だが、リソヵソ大隊は、混乱と．〈一一ヅクおちいら
ずに、徐々に撤退したのである。
リソカソ大隊の八キロ南西に、地上三○○メートルもの黒煙が激しい勢いでのぼっていた。プルネテ村が全焼し
オ
ー
カ
－
ていた。黒煙と黄土の塵土の彼方に見える太陽は、「血染めの玉」のよう雑」った。ブランコ軍機の方向舵に描かれ
ている黒十字架が肉眼ではっきり見えた。完全に制空権を握っていた。フーフソコ軍が着実に前進してきたので、共
和国軍司令部はカーーャーダ村を最前線として構築することに決定した。激戦が続き、七月一一五日の夕方、リソヵソ
大隊が救出された。月明りのもとで、不気味に積承重ねられた石の壁づたいに縦列で後方へと撤退した。一九日前
には、この村を制圧するために地獄のような溪谷へと突撃して行った。今や、あの時点での八○○人の精鋭のう
ち、わずかに三○○人しか残っていなかったのである。彼らは、この破壊ざれ尽した村の中をとぼとぼとと歩いつ
に
は
、
こ
ち、わず⑫
て行った。
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ネルソンは野次と呪いの言葉がはね返ってくると予想していた。重苦しい沈黙の中から、ようやく、一言、
の通りだ」との発言があった。兵士たちは各女の装備をまとめ、農場の白く塗った門を通って行軍を開始した。
中で、前線急派兵のオートバイが、ネルソンに命令書を手渡した。「スペイン人の同志たちは急場をきりぬけ、
面を維持している。第一五国際旅団は現在地の陣地にとどまれ」という内容だった。
七月二六日、リソヵソ大隊の兵士をアルパレス村へ輸送するトラックがやって来た。
リソカソ大隊は、ブルネテの戦線をあとにした。
況を伝えた。
「真珠の門」の近くに、山から湧き出た冷たい小川がちょろちょろと流れ、池をつくっていた。その池の囲りに
はポプラの樹が繁い茂り、太陽の光線をさえぎっていた。
緑の草、おしい水、リソカソ大隊はグァダラマ川が完全に干えあがって以来、はじめて流れる小川を見たのだっ
た。この場所を野営地にした。はるか下手の方では、プルネテ村の戦闘が断続的に続いていた。だが、戦闘の勢い
からして、ほぼ終わりに近ずいている声」とは誰の目にもはっきりしていた。
「真珠の門」の二晩目に、新しい命令が下達された。それによると、キホルナ村付近の共和国軍は完全に包囲さ
れている。第一五国際旅団が救援するには最短距離にいる。引き返して救出せよ、という命令だった。直ちに第一
五国際旅団の高級参謀会議が開かれた。明確にこの命令を拒否する指揮官もいた。例えば、リソカソ大隊の指揮官
マルコヴィッッはこの救出作戦は無意味であり、自分の部下に命令することはできないと断言した。彼は「臆病
者」として、指揮官の任を解かれた。マルコヴィヅッの更迭人事については、リソカソ大隊の兵士には説明されな
かった。第一五国際旅団の各大隊の集合で、四分一近くの兵士が前線へ戻ることを頑なに拒否した。
リソヵソ大隊の説得にあたったネルソソは、小さな森で大隊の集会を開いた。諄汽とさとすような話し方で、現
た。 丘
の
あ
ち
こ
ち
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
た
何
千
人
も
の
共
和
国
軍
の
兵
士
た
ち
は
、
こ
の
一
発
必
殺
の
射
撃
に
大
い
に
喝
采
を
送
っ局途星
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ともあれ、炎熱下の乾燥しきったスペイソ中央部において、両陣営とも五万ずつの兵力を投入し、わずか一一○日
間で、両軍あわせて約四万人もの戦死者を出したこのプルネテの戦闘は、スペイソ戦争の数ある激戦のなかでも最
も凄惨な戦闘の一つであったろう。
従って、この戦闘の激しさが外国の新聞に載り、あらためて義勇兵派遮反対のキャソペーソが各国に広まり、ま
なった。
国際旅団も甚大な損害をこうむった。国際旅団の兵士のあいだでも、指導部に対する不満が鯵積していったｏ主
にポーランド人とスラブ人義勇兵で編成されていた第一三国際旅団（ドソブロフスキー旅団）の兵士たちは、頑と
して前線復帰を拒絶した。そのため、敵前逃亡とか上官抵抗とかいった廉で銃殺されるような不幸な事態が発生し
た。また、上官が、部下の兵士を上官抵抗の廉で銃殺したとたん、上官自身が激昂した兵士たちによってあやうく
殺されそうになることもあった。こうした叛乱兵士に対して、結局、武力で押えつけるより方法がなかった。
勿論、リソヵソ大隊の中にも、上官抵抗、脱走未遂などの兵士もいたＰ彼らは直ちに「再教育キャソプ」送りと
北とみるべきであろう。
共和国軍が、ほぼ最初の出撃地点に近いところまで戻って、プルネテの戦闘は終わった。他の多く戦闘と同様、
両陣営とも、おごそかに勝利宣言を発表した。攻撃側である共和国軍は、推定戦死者数二万三○○○人、戦闘機と
爆撃機の損失ほぼ一○○機などの犠牲を払い、一六キロの戦線にそって七キロ地域を獲得した。しかし、所期の目
的であるマドリード包囲網を打破することも傘ハスク共和国の戦線にもそれほど影響を与えることができなかった。
一方、ブランコ軍は、一万七○○○人の兵士と一一三機の戦闘機と爆撃機を失ない、北部のサソタソデール攻略を延
期せざるをえなかったが、マドリード包囲網はそのまま確保することができた。この戦果からして、共和国軍の敗
た
｡ この戦闘が共和国軍に兵員と兵器の甚大な損失をもたらし、しかも決定的な勝利を収めたわけではなかった。従
って、共和国陣営において、政治と軍事の両面で主導権を握っていた共産党に対する不満や怨瑳の声が湧きあがっ
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たほぼ同時に、あの忌しい五月のバルセロナの市街戦の概略も外国に伝わり、共和国の信用が失墜するといった、
共和国にとって雲行のあやしい状況が生まれてきた。
こうした状況に最もあわてたのはソ連であったろう。プルネテの戦闘で使用された飛行機や戦車、野砲や機関銃
の
ほ
ぼ
全
て
を
供
給
し
た
ソ
連
は
、
こ
の
戦
闘
の
敗
北
の
説
明
を
ガ
ル
将
軍
に
求
め
た
。
モ
ス
ク
ワ
で
ガ
ル
将
軍
を
待
ち
う
け
て
い
た
のは、あの大粛滑であった。
プ
ル
ネ
テ
の
戦
闘
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
以
降
の
戦
闘
は
、
共
和
国
軍
の
先
制
攻
撃
、
緒
戦
の
勝
利
、
後
退
と
撤
退
、
そ
し
て
敗
北
という．〈ターンとなった。
ジ
ャ
ッ
ク
白
井
は
、
こ
の
よ
う
な
戦
闘
で
あ
え
な
く
雛
れ
た
の
で
あ
る
。
注
（１）の怠く①ｚの一ｍ。Ｐ弓胃弓言貰働ｑ周』、；・胃へ詮ミミご⑲具（意蔑導昔箇曽愚昏吻旦堕量冒ｇａ蓮・Ｚの署罠。『丙》冒貰の。“、
序言巳局耳８日》ご認．（邦訳、『義勇兵』松本正雄訳、新日本出版社、一九六九年）
（２）石垣綾子『オリーブの墓標』（立風番房、一九七○年）の増補改訂版。
（３）拙稿「日本人義勇兵ジャック・白井の文献学的研究」『法政大学社会問題研究資料月報』第二八五号、一九八二年四月。
（４）深瀞安博「スペイン内戦と日中戦争１日・雷外務省文書を中心にｌ」『歴史評論』（’九八七年七月号）の後注（“）
に
、
白
井
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
以
下
に
全
文
を
引
用
す
る
と
ｌ
なお、スペイン内戦での第一五国際旅団の新聞『我らの闘い』（○ミヨ葛『．ｚ）》『、ｇ急員》尋（図：。・ミ』貝の）一九三
七年八月一九日号に、その前月プルネテで戦死した日本人義勇兵ジャック・白井の「思い出」が載せられている（Ｅ・Ｂ
署名）。それによると、ジャック・白井はスペインで闘った「日本人反ファシストのうちの一人」で、アメリカで日本軍
国
主
義
反
対
の
運
動
を
お
こ
な
い
、
ま
た
、
日
本
に
渡
っ
て
日
本
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
日
本
の
組
織
を
拭
糸
、
そ
の
た
め
に
軍
隊
に
童
で
入
り
こ
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
白
井
の
ア
メ
リ
カ
で
の
日
本
軍
国
主
義
反
対
運
動
と
ス
ペ
イ
ン
行
き
と
の
関
係
は
強
調
さ
れ
る
べきであるが、日本での活動の部分は、事実としてそのまま受け入れるかどうか。
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（５）拙穂コドリード再見」『公明』一九八六年二月号。
（６）円げの弓⑦［の国回⑫。【岳のシワ目苣餌ヨロロ８］回国Ｈ薗田○の．
（７）］色目＄目①ロ扇》殉『Ｃ量量冴恩賞ご鷺・』昏島量・Ｚの君禺Ｃ鳥》』易の．
（８）例えば、同様なことが、初期のイギリス人義勇兵ジョン・ソマーフィールドも回想録『スペインの義勇兵』二九三七
年
）
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
．
以
下
に
引
用
す
る
と
ｌ
出発の日、兵舎の中庭に中隊単位に整列させられた。イギリス人義勇兵の配属先は、マルティ大隊だったが、どの中隊
にも配属させられていなかった。それで、大隊付信号通信兵、伝令、事務要員など、戦闘に役立たずを集めた、どうでも
オ
ー
ル
・
リ
ン
ク
よいとされる非戦闘蓬にくっついた。われわれイギリス人義勇兵は、自らの大隊での立場を痛切に感じたものだった（邦
訳、『スペインの義勇兵』川成洋訳、彩流社、一九八一年、六二頁）。
（９）主に参照した文献は左記の通り。
胃夢巨『国・間目＆、．弓意息冒冒首厘菖８へ毬回貝冒烏》ｚ①藝邑。『丙・曰ロのＱ一因の一宅『の⑩、》』⑤ｓ・
恩
亀
ご
宛
。
】
訂
》
冨
、
伊
冒
８
冒
国
貝
貫
§
恥
冨
：
（
・
連
旦
暮
⑯
」
量
３
８
蔦
葛
・
昏
冨
恩
号
登
忽
§
（
菖
二
の
賞
ミ
ョ
ミ
・
慧
具
印『曾冒・Ｚ①君国。ｎＦ『の｛の国口の。【旨の皀圖冨目ロロ８］ロ国１ｍ目の亨』田①．
Ｆ・】日日・画、蒼馬ミ意ロミミミミ育冒雨』蔓§・冒弓言蔓⑬：『葛訂ｇ§い》Ｑ貝ご冑、》ｚ・亀田・鳥》■・］庁．
国口の厨『片目Ｐヨ■ＢＳＰ届ｇ・
司吋巴Ｃ８の自画Ｐ記圏８葛冒宛遷Ｃ量ＦＣｐｑＣＰ国富ロロざ己弔坑の脇．】Ｅｍ・
急８具国３日の》曰意冒図冒冒冒【印§烏叩恐§ｇ患‐ｇご》い◎且目》田の旨の目目》］９ｍ・
目ロの○．ョ且、⑩日置【。ｍヨ胃》浅く出国、の口の）閂葡切８審旦暮。浅く卑愚員２評８、鳥貝団『ミ等・ニミミロミ・
曾
冒
島
§
壹
昌
』
旬
馨
弓
費
貫
國
；
費
→
意
璃
『
冒
愈
ヨ
ミ
ご
首
（
卑
曾
烏
費
ｇ
ミ
ヨ
邑
圏
山
や
旨
》
言
且
、
昼
團
①
Ｃ
ｃ
Ｂ
目
§
己
呉
。ｍ司胃・〆ご厚碕且の》］忠ｍ・
ヨ
冒
圓
胃
の
｛
・
国
豊
・
葛
曾
忽
§
地
ご
萄
雪
§
塁
具
》
意
国
葛
墨
画
貝
貫
ヘ
ミ
ミ
誉
誤
冨
呑
ミ
ミ
ミ
冒
薯
ミ
ロ
鳥
員
烏
伊◎且。ｐ・屡君Ｈ①ロ８陣ヨ勝ロ日→『Ｓ患．
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国筥筐の恩且自尊葛馨ミミ嚢菖…爵曽、層』・魯叱悪魯邑曽‐邑選・冒且目．屈胃のロ８仲ご『諒冨耳》』』田・
旨◎富の】９国Ｃａ目．。ミミＣｓ○・一『ミミ恥弓意堕さ亀旦暮㈹罰“富蔓菖Ｃご』←葛》舌、誉、旨葛豐拘魯塞罵・邑欝‐
Ｈ』』』・己巨ご】冒雪ｚ①三国ロ・汽印ご】君②・
どく曽国の、閏の》』瀞》』薯団員蔓・恥』切さご旦邑ミミ⑤§②曹憩…》、箇司凰口・】、８》○目且］円陣の冨弓胃亘曾欝》
］垣』》●
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